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●しみんの広場

し
み
ん  

広
場

の

もくじ

学
校
茶
園
で
育
て
た〝
新
茶
〞

お
味
は
い
か
が
？

童
浦
小
学
校
児
童
が
愛
知
県
知
事
へ
深
蒸
し
煎
茶
を
プ
レ
ゼ
ン
ト

み
ん
な
で
作
っ
た
よ
！

大
き
な〝
こ
い
の
ぼ
り
〞

第
一
保
育
園
年
長
児

せ
ん　

ち
ゃ

あ
な
た
の「
と
っ
て
お
き
の
田
原
」

　

広
報
た
は
ら
で
は
、市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
身
近

な
話
題
を
募
集
し
て
い
ま
す
。掲
載
さ
せ
て
い
た

だ
い
た
方
に
は
記
念
品
を
差
し
上
げ
ま
す
。

✿

募
集
内
容

〝
キ
ラ
リ
〞と
光
る
身
近
な
話
題（
地
域
の
イ
ベン

ト
や
ス
ポ
ー
ツ・ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
、季
節
の
便

り
、人
物
な
ど
）

✿
 

投
稿
方
法

•
写
真
や
イ
ラ
ス
ト
に
、紹
介
コ
メ
ン
ト（
１
０
０
〜

   

２
０
０
字
）を
添
え
て

•
直
接
持
参
ま
た
は
郵
送・電
子
メ
ー
ル
に
て

•
様
式
な
ど
は
自
由

✿
 

注
意
事
項

•
営
利・政
治・宗
教
活
動
な
ど
、公
共
の
広
報
紙 

に
ふ
さ
わ
し
く
な
い
内
容
は
掲
載
で
き
ま
せ
ん
。

•
写
真
な
ど
は
原
則
と
し
て
返
却
い
た
し
ま
せ
ん
。

•
内
容
は
編
集
さ
せ
て
い
た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
。

•
掲
載
し
た
広
報
紙
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
公
開

し
ま
す
。

•
紙
面
の
都
合
に
よ
り
掲
載
で
き
な
い
場
合
が
あ

り
ま
す
。

✿

応
募・問
い
合
わ
せ
先

　

〒
４
４
１－

３
４
９
２（
住
所
不
要
）

　

田
原
市
役
所
広
報
秘
書
課

　

☎
22
局
０
１
３
８　

23
局
１
６
９
１

　
　

koho@
city.tahara.aichi.jp

投
稿
募
集

　

田
原
市
が
募
集
し
た
広
報
サ
ポ
ー
タ
ー
に
、私
た
ち
４
名

が
選
ば
れ
ま
し
た
。こ
れ
か
ら
広
報
作
成
や
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ

市
政
番
組
な
ど
に
関
わ
っ
て
い
き
ま
す
の
で
、よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。身
近
な
話
題
や
、た
め
に
な
る
情
報
な
ど
、市
民

の
皆
さ
ん
に
お
届
け
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
の
地
域
に
も
取
材
に
伺
う
か
も
し
れ
ま
せ
ん
の

で
、ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

 

は
じ
め
ま
し
て
！

 

平
成　

年
度
広
報
サ
ポ
ー
タ
ー
で
す
。

22

こよなく田原を愛する
一人として、広報活
動のお役に立てれば
と思います。

「街角ネットたはら」の
ナビゲーターとして、話
題をお届けします。

活発な地域活動
を紹介できればと
思います。

故郷の中国で開
催されている上
海万博を紹介し
たいです。

村上文男
（田原中部校区）

ふみ　お

清田友和
（中山校区）

とも かず

喜田恵子
（神戸校区）

けい　こ

山内真由美
（泉校区）

ま　 ゆ　　み ■お問い合わせ
　広報秘書課
　☎２２局０１３８　 ２３局１６９１

●

 

●

 

●

 

市
民
活
動
を
応
援
す
る
ペ
ー
ジ　
　
　
　

      

５
ペ
ー
ジ

は
じ
め
ま
し
て
！
広
報
サ
ポ
ー
タ
ー
で
す　
　

 

３
ペ
ー
ジ

●
投
稿
紹
介　

   　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

２
ペ
ー
ジ

地
域
の
話
題（
福
江
校
区
）　

     　
　

 　
　

 

４
ペ
ー
ジ

　

５
月
12
日（
水
）に
、６
年
生
の
岸
本
翔
眞
く
ん
、

中
神
康
輔
く
ん
、今
田
夏
鈴
さ
ん
、村
上
舞
帆
さ

ん
ら
が
鈴
木
田
原
市
長
と
と
も
に
県
公
館
を
訪

れ
、神
田
愛
知
県
知
事
に
新
茶
を
ふ
る
ま
い
ま
し

た
。

　

こ
の
新
茶
は
、児
童
た
ち
が
学
校
茶
園
で
育
て

た
も
の
で
、10
月
24
日（
日
）に
田
原
市
で
開
催
さ

れ
る
県
茶
業
振
興
大
会
の
Ｐ
Ｒ
を
兼
ね
て
、活
動

発
表
を
行
い
ま
し
た
。

　

児
童
が
心
を
込
め

て
い
れ
た
深
蒸
し
煎

茶
を
試
飲
し
た
神
田

知
事
は
、「
香
り
が
高

く
味
に
深
み
が
あ
っ
て

お
い
し
い
」
と
ニ
ッ
コ

リ
。最
後
に
、児
童
か

ら
神
田
知
事
に
深
蒸

し
煎
茶
の
新
茶
を
贈

呈
し
ま
し
た
。

　第一保育園の元気いっぱいの年長児32名が、手形でこいのぼり
を作りました。子どもたちのたくましい成長を願って、保育園玄関のロ
ビーに飾りました。

▲神田知事（中央）を挟んで児童左から岸本くん、中神くん、村上さん、今田さん
●愛知県提供

●年長児全員集合！

▲テレビ映像を使い活動発表
●愛知県提供

平成 22年 6月15日   　  　　　　　　　　│ 2 │
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地域
発!

平
成
21
年
３
月
に
策
定
し
た
「
福
江

地
区
ま
ち
づ
く
り
ビ
ジ
ョ
ン
」
は
、

福
江
校
区
の
「
福
江
町
」「
保
美
町
」
と
、

清
田
校
区
の
「
高
木
町
」「
折
立
町
」「
古

田
町
」
に
ま
た
が
る
市
街
化
区
域
の
活
性

化
を
目
指
す
も
の
で
す
。
こ
れ
ま
で
に
、

歩
道
橋
の
菜
の
花
ラ
ッ
ピ
ン
グ
、
ス
ズ
ラ

ン
の
花
を
か
た
ど
っ
た
街
路
灯
の
設
置
、

免
々
田
川
沿
い
へ
の
カ
ワ
ヅ
ザ
ク
ラ
や
菜

の
花
の
植
栽
、
ポ
ケ
ッ
ト
パ
ー
ク
の
設
置

な
ど
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

地
域
の
手
で
　
憩
い
の
空
間
を

　

ま
ち
に
埋
も
れ
て
い
る
＂
お
宝
＂
の
再

発
見
・
再
発
掘
を
目
的
に
、
保
美
町
に
あ

る
「
杜と

国こ
く

公
園
」
を
整
備
し
ま
し
た
。
こ

の
公
園
は
、
松
尾
芭
蕉
の
弟
子
で
あ
っ
た

地
域
の
話
題

福
江
地
区

ま
ち
づ
く
り
の
取
り
組
み

▲スズランの街路灯（国道259号・福江市街地）

﹁
福
江
地
区
ま
ち
づ
く
り
ビ
ジ
ョ
ン
﹂
を
策
定
し
、

市
民
・
団
体
・
市
役
所
が
一
体
と
な
っ
て
、

地
域
活
性
化
を
進
め
て
い
る
福
江
校
区
か
ら
、

取
り
組
み
状
況
に
つ
い
て
お
便
り
が
届
き
ま
し
た
。

杜
国
の
屋
敷
跡
に
昭
和
63
年
に
設
置
さ
れ

た
も
の
で
、
市
外
か
ら
も
多
く
の
観
光
客

が
訪
れ
ま
す
。
今
回
の
整
備
に
あ
た
っ
て

は
、「
訪
れ
た
方
が
、
公
園
で
俳
句
を
詠

む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
し
て
は
ど
う

か
」
な
ど
、
地
域
か
ら
出
さ
れ
た
ア
イ
デ

ア
を
参
考
に
し
ま
し
た
。
草
取
り
や
ベ
ン

チ
板
の
取
り
替
え
、
樹
木
の
剪せ
ん

定て
い

、
投
句

板
の
塗
り
直
し
な
ど
を
行
う
と
、
見
違
え

る
よ
う
に
き
れ
い
に
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、今
年
３
月
に
は
、豊
鉄
バ
ス
「
渥

美
シ
ョ
ッ
プ
前
」
停
留
所
横
に
、「
ポ
ケ
ッ

ト
パ
ー
ク
１
号
」
が
完
成
し
ま
し
た
。
設

置
し
た
ベ
ン
チ
で
は
、
バ
ス
を
待
ち
な
が

ら
語
ら
う
学
生
ら
の
姿
が
見
ら
れ
ま
す
。

今
後
は
、
古
田
交
差
点
横
に
も
「
ポ
ケ
ッ

ト
パ
ー
ク
２
号
」を
整
備
す
る
予
定
で
す
。

ま
ち
の
「
安
心
」
の
た
め
に
　

　

現
在
、
安
全
・
安
心
な
ま
ち
を
目
指
し
、

災
害
に
備
え
た
防
災
台
帳
の
作
成
を
、
校

区
全
体
で
進
め
て
い
ま
す
。
台
帳
の
整
備

に
伴
い
、「
防
災
対
策
検
討
会
（
仮
称
）」

を
設
置
し
、
災
害
が
起
き
た
際
の
自
主
防

災
会
な
ど
と
連
携
し
た「
共
助
の
あ
り
方
」

も
考
え
て
い
き
ま
す
。

福江保育園児の作品展

福江市民館に展示
します。皆さんぜ
ひご覧ください。

展示期間　年長児▷ 7/30 ㊎まで
　　　　　年中児▷ 8/2 ⺼～ 9/30 ㊍
　　　　　年少児▷ 11/1 ⺼～ 12/27 ⺼
時　　間　⺼～㊎（祝日は除く）9:00 ～ 17:00

▲歩道橋の菜の花ラッピング（国道259号・高田交差点）

◦杜国公園

◦ポケットパーク1号

●しみんの広場

平成 22年 6月15日   　  　　　　　　　　│ 4 │



日時　 イベント名・内容 会場など 問い合わせ・連絡先

7/11 ㊐
10:00～

磯で遊ぶ会と交流バーベキュー 江比間野外活動センター 環境ボランティアサークル 亀の子隊
☎ 090-9123-7983（鈴木）
　 yoshiharu@kamenoko.org7/19 ⺼・㊗

9:00～
西の浜クリーンアップ作戦 西の浜海岸
海をきれいにする心を伝えよう！手紙作戦 渥美文化会館

7/25 ㊐
10:00～11:00

ログドラムを使ったリズム遊び
※全７回（8/22・9/26・10/24・11/28）

衣笠市民館
参加費：3000 円（７回分）

「チームログっこ」事務局
☎　 23-0664（こくぼ）

市民と市役所でつくるページ♥あなたのニュースも募集中！田原市民活動支援センター
₁ ＮＰＯや市民活動に関する相談を受け付けています。（毎週金・土・日曜 14:00～19:00 田原文化会館フリースペース）
₂ このページに掲載する市民活動情報を募集しています。
◉お問い合わせ： ☎22局 1111（内線812）※開設時間のみ　 23局0180　 shiminkatsudo@city.tahara.aichi.jp

自由なテーマで提案してみよう！
　田原市では、「市民提案型委託事業制度」がスタートしました。これは、行政が実施すべき市民サービスや管理業務
などについて、効果的な事業内容を提案した団体が、市と委託契約を結ぶものです。今回は、自由なテーマで市民提
案が募集されます。市の施策の推進が期待できる内容の事業提案について、事業の担当課と協議し、調整が整った場
合は予算計上され、平成23年度に事業を実施することになります。
◉募集期間　7月1日㊍～8月13日㊎
◉対象事業　市の施策が推進される事業で、平成23年度内に実施・完了するもの
◉対象団体　主に市内で公益活動を行う5名以上で構成された団体
◉応募方法　市民協働課で配布する提案用紙に必要事項を記入して直接・ＦＡＸ・Ｅメールで提出。提案用紙は市ホ

ームページからもダウンロード可（http://www.city.tahara.aichi.jp/）
◉審査方法　応募団体による担当課への提案内容説明で審査し、協働候補事業を選定
　　　　　　※事業内容の協議が整った場合でも、予算編成の都合上、事業費の削減や次年度へ繰り延べされる場合があります。

◉スケジュール

◉応募・問い合わせ先　市民協働課 ☎23局3504　 23局0180　 kyoudou@city.tahara.aichi.jp

自由なテーマで提案してみよう！
　田原市では、「市民提案型委託事業制度」がスタートしました。これは、行政が実施すべき市民サービスや管理業務

市民
提案 市の事業を受託してみませんか？

日時　

7/11 ㊐
10:00～

イベント

情報

市民活動を応援するページ

市民活動ニュース

市民活動支援センターが変わりました

田原市民活動支援センターは、田原文化会館のフリースペースの一角で、
市民活動に関する相談業務などを行っています。今年度から、電話や

メールを設置し、より利用しやすい体制としました。市民活動を盛り上げて
いくため、相談業務の充実、積極的な情報発信などに努めていきますので、
市民活動情報などをお寄せいただくとともに、ぜひ当センターをご利用くだ
さい。開設時間や連絡先は、下段をご覧ください。今後は、利用状況に応じ、
開設日などの変更を検討していきます。

各担当課で協議・予算調整

審
査
・
協
議

予
算
要
求

予
算
確
定

契
約
締
結

事
業
完
了

確
認
・
支
払

各団体で事業実施

提
案
募
集

 ◦ 　　　　H22.9　　 H22.10　　　　　　　　　  ～H23.3　　H23.4～　　　　　　　　　 ～H24.2　　H24.3

●しみんの広場
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２3

学校生活の一コマ

を紹介

　　 赤羽根中学校
　　２年保健体育「消防署員に学ぶ心肺蘇生法」
　　
　赤羽根中学校では毎年、２年生の保健体育「意識がな
いときの手当」の授業で、心肺蘇生法を学んでいます。教
科書には詳しい解説が記載されていますが、実践してみ
ないとなかなか上手にはできないため、消防署員を講師
に招き心配蘇生法を体験しました。
　５・６名の小グループに１名の署員がついて、細かな
説明を受けながら、１人ずつ心肺蘇生法の訓練人形を使
い実習をしました。傷病者の口を通して息を吹き込むマ
ウス・ツー・マウス法や心臓が停止していると判断した
ときに行う心臓マッサージの仕方、ＡＥＤの使用方法な
どを学びました。子どもたちは、思うように息を吹き込
めなかったり、心臓を圧迫する力の加減がつかめなかっ
たり、難しさを実感していました。
　実習後には、「生命を救うための手当の大切さが実際
にやってみてよくわかりました」などの感想が聞かれ、
子どもたちの自信につながったようです。 

 福江小学校 「魅力ある学校づくり事業」
太陽の力で水車を動かそう！

　福江小学校では、自然のエネルギーを感じてもらう
ために、「魅力ある学校づくり事業」で太陽の光を使っ
て発電する装置を作りました。
　今年の２月、校舎の外壁に設置した太陽光発電用パ
ネルで発電された電気を使い、中庭の水車が動き出し
ました。この水車は、発電された電気で池の水を汲み上
げ動かしており、コイが泳ぐ池〝フィッシュランド〟の
水を浄化する働きも兼ねています。「水車が動いている
よ」「すごい！いつも回っているよ」などと、子どもたち
の声が聞こえ、クリーンなエネルギーを身近に感じる
環境になりました。
　子どもたちが、中庭の水車や学校から見える風車の
回る姿を見ながら、環境にやさしいエネルギーや自然
の力など、多くのことを学んでくれることを楽しみに
しています。そして、自然を大切にし、自然に感謝する
気持ちを育てていきたいと考えています。 

　今回は、学校生活の中から、赤羽根中学校２年生の保健体育
の授業と、福江小学校の「魅力ある学校づくり事業」をご紹介
します。 ●学校教育課２３局３６７９

▼太陽光発電パネル

▼

蓄電池とポンプ

◦回る水車に感動する子どもたち

◦いざというときに備え真剣に取り組む姿

◦見本を見せる消防署員

平成 22年 6月15日   　  　　　　　　　　│ 6 │



5

たはらシティニュース

た
は
ら
シ
ティ
ニュ
ー
ス

　

防
災
リ
ー
ダ
ー
研
修
会
が
田
原
文
化
会
館
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。参
加
し
た
約
１
０
０
名
は
、地
域

の
自
主
防
災
活
動
の
中
心
と
な
る
防
災
リ
ー
ダ
ー

の
皆
さ
ん
。災
害
時
の
負
傷
者
救
出
に
役
立
つ

ロ
ー
プ
の
結
び
方
や
搬
送
方
法
な
ど
の
実
技
を
行

い
、技
術
を
磨
い
て
い
ま
し
た
。

共
助
の
中
心
を
担
う

防
災
リ
ー
ダ
ー

５
月
15
日［
土
］

▲講義では、震災の悲惨さや家具の転倒防止の必要性などを学びました

　

汐
川
干
潟
で
春
の
汐
川
干
潟
自
然
観
察
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。家
族
連
れ
な
ど
21
組
49
名
の
参

加
者
は
、堤
防
か
ら
野
鳥
を
観
察
し
た
ほ
か
、実
際

に
干
潟
に
下
り
て
生
き
物
を
探
す
な
ど
、自
然
を

満
喫
し
ま
し
た
。さ
わ
や
か
な
青
空
の
下
、干
潟
へ

の
理
解
が
深
ま
っ
た
一
日
と
な
っ
た
よ
う
で
す
。

自
然
に
ふ
れ
て

大
切
さ
を
学
ぶ

５
月
30
日［
日
］

　

若
戸
保
育
園
で
の
ゴ
ー
ヤ
の
植
え
付
け
を
皮
切

り
に
、緑
の
カ
ー
テ
ン
事
業
が
始
ま
り
ま
し
た
。窓

か
ら
の
日
差
し
を
さ
え
ぎ
り
、温
度
上
昇
を
抑
え

る
効
果
の
あ
る
緑
の
カ
ー
テ
ン
。公
共
施
設
30
か

所
で
こ
の
取
り
組
み
が
行
わ
れ
、夏
に
は
皆
さ
ん

に＂
涼
＂が
届
け
ら
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

▲ゴーヤの苗を真剣に植える園児たち（中部保育園）

エ
コ
カ
ー
テ
ン
で

涼
し
い
夏
を
！

５
月
14
日［
金
］

▲珍しい底生生物を見つけて、笑顔がこぼれる参加者
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（
先
着
順
）　

▼
内
容
＝
表
の
と
お
り　

▼
参
加
料
＝
無
料
（
食
事
代
、
施
設
利
用

料
な
ど
は
実
費
）　

▼
申
し
込
み
＝
７
月

16
日
（
金
）
ま
で
に
電
話
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
・

は
が
き
に
て
（
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
は
が
き
の
場
合

は
、
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
性
別
・
職
業
・

電
話
番
号
を
明
記
）

＊
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
と
は

　

地
域
を
訪
れ
る
観
光
客
に
対
し
、
無
料

も
し
く
は
低
料
金
で
自
発
的
に
継
続
し
て

案
内
を
行
う
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

▼
商
工
観
光
課

（
〒
４
４
１

－

３
４
９
２　

住
所
不
要
）

☎
23
局
３
５
１
６　

22
局
３
８
１
７

　

自
然
や
歴
史
な
ど
、
伊
良
湖
周
辺
の
多

彩
な
魅
力
を
紹
介
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ

イ
ド
を
育
成
す
る
研
修
を
開
催
し
ま
す
。

　

研
修
内
容
は
、
観
光
・
自
然
・
歴
史
な

ど
か
ら
選
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
が
、
初
回

と
最
終
の
講
座
は
必
ず
参
加
し
て
く
だ

さ
い
。
伊
良
湖
の
魅
力
を
再
発
見
し
た
い

方
、
多
く
の
方
に
伝
え
た
い
方
な
ど
、
お

気
軽
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▼
対
象
＝
市
内
在
住
・
在
勤
の
20
歳
以
上

の
方
で
、
伊
良
湖
周
辺
ま
で
自
分
で
来
る

こ
と
が
可
能
な
方　

▼
募
集
人
員
＝
30
名

　

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
財
政
運
営
期

間
は
２
年
間
と
し
て
お
り
、
こ
の
期
間
の

医
療
費
の
財
源
に

充
て
る
た
め
、
保

険
料
率
の
改
定
を

行
い
ま
す
。

保
険
料
の
増
加
を
抑
え
る
た
め
に

　

保
険
料
は
、
一
人
当
た
り
の
医
療
費
の

増
加
な
ど
に
よ
り
、
平
成
21
年
度
と
比
べ

て
、
約
12
％
の
増
加
が
見
込
ま
れ
ま
し
た

が
、
剰
余
金
や
県
財
政
安
定
化
基
金
を
活

用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
約
５
％
の
増
加
に

抑
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

▪
保
険
料
が
増
加
す
る
理
由

①
保
険
料
の
算
定
基
礎
と
な
る
医
療
費

の
算
定
期
間
が
23
か
月
か
ら
24
か
月
に

な
っ
た
こ
と

②
被
保
険
者
一
人
当
た
り
の
医
療
費
な
ど

が
伸
び
た
こ
と

③
高
齢
者
人
口
が
増
加
し
た
こ
と
に
よ

り
、
後
期
高
齢
者
負
担
率
が
10
％
か
ら

10
・
26
％
に
な
っ
た
こ
と

▪
保
険
料
の
増
加
を
抑
え
る
対
策

①
平
成
20･

21
年
度
の
剰
余
金
な
ど
の
活

用
②
後
期
高
齢
者
医
療
の
財
政
の
安
定
化
を

図
る
た
め
に
愛
知
県
に
設
置
さ
れ
て
い

る
財
政
安
定
化
基
金
の
活
用

※
な
お
、
所
得
の
低
い
世
帯
の
方
の
保
険
料

の
軽
減
に
つ
い
て
は
、
平
成
21
年
度
と
変

更
あ
り
ま
せ
ん
。
職
場
の
健
康
保
険
な
ど

の
被
扶
養
者
で
あ
っ
た
方
に
つ
い
て
は
、

保
険
料
の
均
等
割
額
が
９
割
軽
減
さ
れ
、

所
得
割
額
は
課
せ
ら
れ
ま
せ
ん
。

▼
保
険
年
金
課　

☎
23
局
３
５
１
４　

23
局
０
１
８
０

伊
良
湖
地
区
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

ガ
イ
ド
研
修　

参
加
者

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の

保
険
料
率
を
改
定
し
ま
す

※７月の保険料算定から改訂となります

■伊良湖地区観光ボランティアガイド研修
開催日 内容 場所

❶ 7/27（火） ボランティアガイドを知る
（蒲郡市ボランティアガイド視察） 蒲郡市

❷ ８/８（日） 伊良湖の自然を知る①
磯の生き物と海浜植物 伊良湖岬

❸ ９/25（土） 伊良湖の自然を知る②
タカの渡り 伊良湖岬

❹ 10月 伊良湖の観光スポットを知る 伊良湖岬

❺ 11月 伊良湖の歴史を知る 伊良湖岬

❻ 平成23年２月 おもてなしの心を知る 市内

❼ ３月 修了式 市内

平成22・23年度の保険料率
■保険料率

所得割率 7.85％

41,844円被保険者
均等割額

平成２０・２１年度の保険料率
所得割率 7.４３％

4０,１７５円被保険者
均等割額

■保険料
平成２１年度の

一人当たり平均保険料

７３，９９８円

平成２２年度の
一人当たり平均保険料

７７，６５８円

平成 22年 6月15日   　  　　　　　　　　│ 8 │



　

夏
の
レ
ジ
ャ
ー
シ
ー
ズ
ン
を
迎
え
、
外

出
の
機
会
が
増
え
る
こ
の
時
期
は
、
子
ど

も
や
高
齢
者
が
事
故
に
巻
き
込
ま
れ
る
こ

と
が
心
配
さ
れ
ま
す
。
交
通
事
故
が
起
こ

ら
な
い
よ
う
、
地
域
全
体
で
交
通
安
全
運

動
に
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。

●
重
点
実
施
項
目

•

飲
酒
運
転
を
根
絶
し
よ
う

•

子
ど
も
や
高
齢
者
を
交
通
事
故
か
ら
守

　
ろ
う

•

す
べ
て
の
座
席
で
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
・   

　
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
を
正
し
く
着
用

　
し
よ
う

▼
市
民
協
働
課

☎
23
局
３
５
０
４　

23
局
０
１
８
０

　

い
じ
め
や
虐
待
な
ど
、
子
ど
も
の
人
権

に
か
か
わ
る
悩
み
ご
と
や
心
配
ご
と
な
ど

の
相
談
に
応
じ
ま
す
。
相
談
内
容
の
秘
密

は
固
く
守
ら
れ
ま
す
の
で
、
ひ
と
り
で
悩

ま
ず
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
日
時
＝
６
月
28
日
（
月
）
～
７
月
４
日

（
日
） 

／
午
前
８
時
30
分
～
午
後
７
時（
た

だ
し
、
土
曜
・
日
曜
日
は
午
前
10
時
～
午

後
５
時
）

　

相
談
専
用
電
話
（
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
）

　

＊
子
ど
も
の
人
権
１
１
０
番

　
　
（
０
１
２
０
）０
０
７
局
１
１
０

▼
名
古
屋
法
務
局
人
権
擁
護
部

☎（
０
５
２
）９
５
２
局
８
１
１
１

　

愛
知
県
教
育
委
員
会
で
は
、
小
学
校
入
学

前
の
、
障
害
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
お
子
さ
ん

と
保
護
者
を
対
象
に
、
教
育
相
談
を
実
施

し
ま
す
。
相
談
は
予
約

制
で
無
料
で
す
。
お
気

軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▼
対
象
＝
３
歳
か
ら
小

学
校
へ
入
学
す
る
前
ま
で
の
幼
児
お
よ
び

保
護
者　

▼
日
時
＝
８
月
５
日
（
木
）、

６
日
（
金
）
午
前
９
時
～
午
後
４
時
（
要

予
約
）　

▼
場
所
＝
東
三
河
総
合
庁
舎　

▼
申
し
込
み
＝
７
月
５
日
（
月
）
ま
で

に
電
話
に
て

▼
学
校
教
育
課

☎
23
局
３
６
７
９　

22
局
３
８
１
１

　

ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症
か
ら
の
回
復
を
目

指
す
自
助
グ
ル
ー
プ
が
、
田
原
市
内
で

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
「
田
原
な
の
は
な
グ
ル
ー

プ
」
を
開
催
し
ま
す
。
本
人
や
家
族
だ
け

で
な
く
、
友
人
な
ど
、
関
心
の
あ
る
方
な

ら
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

▼
日
時
＝
７
月
10
日
（
土
）
午
前
10
時
～

午
後
３
時　

▼
場
所
＝
田
原
福
祉
セ
ン

タ
ー
３
階
大
会
議
室　

▼
参
加
料
＝
無
料

▼
Ｃ
Ｈ
Ｃ
Ｏ
中
部
北
陸
セ
ン
ト
ラ
ル
オ

フ
ィ
ス

（
〒
４
６
２

－

０
８
４
４　

名
古
屋
市

北
区
清
水
４

－

15

－

１
日
宝
黒
川
ビ
ル

４
０
４
）

☎（
０
５
２
）９
１
５
局
１
６
０
２

❖お詫びと訂正
５月17日（月）に各戸配布しました第２次田原市行政
改革大綱概要版に誤りがありました。お詫びして訂正
いたします。
①１頁：財政状況（歳入・歳出）グラフ
◦決算は普通会計を、予算・見込は一般会計を使用。
◦H20決算の歳入数値　正「３５３」　誤「３５０」
◦H21予算の歳入歳出数値　正「３０５」　誤「２８８」
②２頁：経常収支比率グラフ
◦H20決算数値　正「67．０」　誤「76．７」
◦H23見込数値　正「87．０」　誤「88．３」
※詳しくはホームページをご覧ください▲

政策推進課　☎23局３５０７　　23局０６６９
　 http://www.city.tahara.aichi.jp/

　

夏
の
交
通
安
全
県
民
運
動

７
月
11
日（
日
）～
20
日（
火
）

「
子
ど
も
の
人
権
１
１
０
番
」　
　

強
化
週
間

障
害
が
あ
る
と
思
わ
れ
る

お
子
さ
ん
の
早
期
教
育
相
談

ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症
か
ら
の
回
復

を
目
指
し
ま
し
ょ
う

堀内孝雄コンサート
　70年代、アリスのメンバーとして活躍した"ベーや
ん"の名で親しまれるシンガー・ソングライターです。

日 時　９月３日（金）
　　　　　　午後６時30分開演
　　　　　　（30分前開場）
場 所　渥美文化会館文化ホール
入 場 料　6,300円（当日500円増）

高校生以下500円引き
※未就学児の入場不可

チ ケ ッ ト　７月11日（日）午前９時から渥美文化会館で前
売り開始（整理券配布なし）詳しくは各文化会館、
市民館などにあるチラシをご覧ください。

問 合 先　生涯学習課 ☎23局3531

★前売りチケットの取り扱い
イベントチケットは、前売り開始日は開催会場のみの販売で、完売し
なければ、翌営業日から各窓口で販売します。（前売開始日の正午か
ら電話予約可）前売券が完売した場合、当日券の販売はありません。
★託児サービス（先着10名・おやつをご持参ください）
イベントの10日前までに、生涯学習課までお申し込みください。

9/3 金 
全席指定

チケット販売・お問い合わせ
田 原 文 化 会 館 ☎22局6061 　22局6455
赤 羽 根 文 化 会 館 ☎45局3939 　45局3901
渥美文化会館（土・日・祝） ☎33局1000 　34局1010
渥美支所地域課（平日） ☎33局1111 　32局2506

│ 9 │　　　　　　　　　　平成 22年 6月15日



♥
地
球
温
暖
化
防
止
啓
発
ポ
ス
タ
ー
入
選
作
品

▼
エ
コ
エ
ネ
推
進
室

☎
23
局
７
４
０
１　

23
局
０
１
８
０

◉
緑
の
カ
ー
テ
ン
で
夏
に
涼
を

　

市
で
は
、
夏
の
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策

の
た
め
、
公
共
施
設
な
ど
の
緑
の
カ
ー

テ
ン︵
壁
面
緑
化
︶事
業
を
推
進
し
て
い

ま
す
。

　

緑
の
カ
ー
テ
ン
は
、
窓
か
ら
入
り
込
む

日
差
し
を
さ
え
ぎ
り
、
葉
の
蒸
散
作
用
で

熱
が
う
ば
わ
れ
る
た
め
、
カ
ー
テ
ン
の
外

側
と
の
温
度
差
は
約
２
～
３
℃
に
も
な
り

ま
す
。
緑
の
カ
ー
テ
ン
に
向
い
て
い
る
の

は
、
夏
の
間
は
よ
く
茂
り
、
秋
に
な
る
と

枯
れ
る
ゴ
ー
ヤ
や
ア
サ
ガ
オ
、
ヘ
チ
マ
、

ヒ
ョ
ウ
タ
ン
な
ど
の
つ
る
性
植
物
で
す
。

　

皆
さ
ん
も
今
年
の
夏
は
、
緑
の
カ
ー

テ
ン
で
涼
し
い
夏
を
過
ご
し
て
み
ま
せ

ん
か
。

◉
小
学
校
低
学
年
の
部

　
杉
原
光
く
ん︵
若
戸
小
学
校
︶

　◉
小
学
校
高
学
年
の
部

　
玉
越
朱
音
さ
ん︵
若
戸
小
学
校
︶

◉
中
学
校
の
部

　
渡
邉
翔
子
さ
ん︵
赤
羽
根
中
学
校
︶

＊
た
は
ら
エ
コ
・
ガ
ー
デ
ン
シ
ティ
構
想

50

▲エコロくん

ゴミゴミンと
リサイクル
レンジャー

田
原
市
の
ご
み
減
量
化
・
リ
サ
イ
ク
ル
の
マ
ス
コ
ッ
ト

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
は
〝
エ
コ
ロ
く
ん
〞
で
す
。
今
回
は
、
そ
の

エ
コ
ロ
く
ん
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

エ
コ
ロ
く
ん
っ
て

な
ぁ
に
？

ど
ん
な
と
こ
ろ
で

使
わ
れ
て
い
る
の
？

▼
清
掃
管
理
課

　

23
局
３
５
３
８

　

23
局
０
１
８
０

　

ご
み
の
減
量
化
を
推
進
し
、皆
さ

ん
に
リ
サ
イ
ク
ル
意
識
を
高
め
て
も

ら
お
う
と
、平
成

9
年
度
に
公
募

し
、た
く
さ
ん
の

募
集
作
品
の
中

か
ら
決
ま
り
ま

し
た
。

　

エ
コ
ロ
く
ん
を
エ
コ
ラ
イ
フ

の
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
と
し
、地
球

に
や
さ
し
い
生
活
を
心
が
け
た

い
で
す
ね
。

　
〝
e
c
o
l
o
g
y
〞の
ｅ
を
デ
ザ

イ
ン
し
、渦
巻
き
の
形
で
繰
り
返

し
利
用
す
る
こ
と
を
イ
メ
ー
ジ
し

て
い
ま
す
。

　

頭
か
ら
生
え
て
い
る
二
葉
は
、田

原（
Ta
h
a
r
a
）の
Ｔ
と
伸
び
ゆ

く
若
葉
を
表
し
、ご
み
の
減
量
と

リ
サ
イ
ク
ル
に
よ
り
再
生
す
る
自

然
環
境
を
表
現
し
て
い
ま
す
。

　

現
在
で
は
、田
原
市
指
定
の
も

や
せ
る
ご
み
袋
や
、毎
年
各
家
庭

に
配
布
し
て
い
る「
ご
み
収
集
カ

レ
ン
ダ
ー
」に
使
用
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、ご
み
の
減
量
化
や
リ
サ
イ

ク
ル
を
Ｐ
Ｒ
す
る
と
き
な
ど
に

も
登
場
し
て
い
ま
す
。

エ　

コ　

ロ　

ジ　

ー

タ　

 　

ハ　
　

 　

ラ

◉
デ
ザ
イ
ン
コ
ン
セ
プ
ト

もやせる
ゴミ袋

もやせる
ゴミ袋

※
平
成
22
年
３
月
現
在
の
学
校
名
で
す

▲プランターや庭などにつる性
植物を植え、２階などからネッ
トやひもを張りましょう

◦中部保育園のゴーヤ（昨年）

平成 22年 6月15日   　  　　　　　　　　│ 10 │

◉
た
は
ら
エ
コ
チ
ャ
レ
ン
ジ
宣
言
登
録
者
数

個
人
７
９
５
人・
事
業
所
38
か
所（
５
月
末
現
在
）



61

防
災
ま
め
知
識

津
波
被
害
を
防
ぐ
た
め
に
２　

津
波
警
報
・
注
意
報
と
は

こ
ん
に
ち
は
、＂
か
ん
ち
ゃ
ん
＂で

す
。
津
波
に
つ
い
て
シ
リ
ー
ズ

で
ご
紹
介
し
て
い
ま
す
。
今
回
は
津
波

警
報
と
注
意
報
で
す
。

▪
発
表

　

津
波
災
害
が
予
想
さ
れ
る
場
合
、
気

象
庁
は
、
地
震
な
ど
が
発
生
し
て
か
ら

３
分
ほ
ど
で
津
波
予
報
区
（
田
原
市

は
「
愛
知
県

外
海
」「
伊
勢
・

三
河
湾
」
に
該

当
）
に
津
波
警

報
・
注
意
報
を

発
表
し
ま
す
。

　

田
原
市
で
は
、
津
波
警
報
・
注
意
報

が
発
表
さ
れ
る
と
、防
災
行
政
無
線（
市

内
放
送
の
ス
ピ
ー
カ
ー
）
が
自
動
的
に

作
動
し
、
市
内
全
域
に
放
送
し
ま
す
。

◉
注
意
点

　

気
象
庁
は
、
津
波
警
報
・
注
意
報
を

発
表
後
、
予
想
さ
れ
る
津
波
の
高
さ
や

到
達
時
間
な
ど
を
、
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ

な
ど
を
通
じ
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
が
、

実
際
に
到
達
す
る
津
波
は
、
予
想
以
上
に

高
か
っ
た
り
、
到
達
時
間
が
前
後
し
た
り

す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
警
報
・
注
意
報

が
発
表
さ
れ
た
場
合
は
、
す
ぐ
に
高
台
に

避
難
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
津
波
は
第
１

波
よ
り
第
２
波
の
方
が
高
く
な
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
警
報
・
注
意
報
が
解
除
さ
れ

る
ま
で
、
海
抜
の
低
い
場
所
や
海
岸
に
は

近
づ
か
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

▼
防
災
対
策
課
☎
23
局
３
５
４
８

友好都市　長野県阿南町から田原福祉専門学校へ新入生！
今年入学した阿南町出身の前島翔太さんに、田原市の印象など、お話を聞きました。

◉田原市に来たことは？
　交流事業で、小学5年生
の時に来ました。亀山小学
校で、名刺交換やドッジボ
ールで交流したのが印象
に残っています。
◉阿南町のお勧めは？
　国指定重要無形民俗文
化財の新

に い の

野地区の「盆踊り」
「雪まつり」がお勧めです。
◉抱負を一言！
　福祉の心と技術をしっかり学びます。また、田原市の皆
さんに阿南町の紹介をし、交流を深めたいと思います。

◉田原福祉専門学校を選んだ理由は？
　将来、介護の仕事に就きたいと思っていたところ、高
校の先生からこの学校を薦めてもらいました。体験入
学で、学校の雰囲気の良さや先生方の熱意を感じた
のでここに決めました。その時、入学料の減免制度※が
あることを知りました。
◉田原市の印象は？
　山も海もあって、阿南町と同じく自然が豊かで住み
やすいです。夏にはサーフィンをやってみたいです。

※阿南町の詳しい情報は、町ホームページをご覧ください。
　 http://www.town.anan.nagano.jp/

▲津波予報区

このコーナーでは、国内外合わせて７つある田原
市の姉妹・友好都市などの情報をお届けします。
▶政策推進課☎２３局３５０７

※入学料の減免制度
東三河在住の方、ま
たは姉妹・友好都市
提携している市町な
どに在住の方の入学
料が減免される。
通常15万円が12万
円になる。

　前
まえしま

島翔
しょうた

太さん
阿南町新野地区出身。介護
福祉士の資格取得を目指し、
田原福祉専門学校へ入学。
最近は、蔵王山に登るのが、
楽しみのひとつ。

伊勢・三河湾伊勢・三河湾

愛知県・外海

三重県南部

愛知県・外海

三重県南部

種類 解説 発表される
津波の高さ

津波警報

大津波

高いところで、3m以上の
津波が予想されますの
で、厳重に警戒してくだ
さい。

3m、4m、
5m、6m、
8m、10m
以上

津波
高いところで、2m程度の
津波が予想されますの
で、警戒してください。

1m、2m

津波注意報 津波注意
高いところで、0.5m程度
の津波が予想されますの
で、注意してください。

0.5m

▪津波警報・注意報の種類

│ 11 │　　　　　　　　　　平成 22年 6月15日
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N
o.668 平

成
22

年
６

月１
5

日
号

●
編

集
・

発
行

／
田

原
市

役
所

政
策

推
進

部
広

報
秘

書
課

●
電

話
／

0531 -22 -1111（
代

表
）

●
E

メ
ー

ル
／

koho@
city.tahara.aichi.jp

　

今
年
３
月
、
伊
良
湖
と
鳥
羽
を
結
ぶ

フ
ェ
リ
ー
が
廃
止
に
な
る
と
い
う
、
渥
美

半
島
に
住
む
私
た
ち
に
と
っ
て
シ
ョ
ッ
キ

ン
グ
な
ニ
ュ
ー
ス
が
入
り
ま
し
た
。

　

そ
の
折
に
、
こ
れ
ま
で
の
歴
史
探
訪
ク

ラ
ブ
を
読
み
返
し
、
伊
勢
と
渥
美
半
島
と

の
関
係
を
書
い
た
も
の
を
探
し
て
み
ま
し

た
。
お
さ
ら
い
し
て
み
る
と
、
次
の
点
な

ど
に
つ
い
て
書
い
て
い
ま
す
。

①
旧
石
器
時
代
か
ら
縄
文
時
代
は
じ
め
の

遺
跡
の
多
さ

②
縄
文
時
代
終
わ
り
の
貝
塚
文
化

③
弥
生
時
代
の
銅
鐸
を
は
じ
め
と
す
る
青

銅
器
文
化

④
古
墳
時
代
の
近
畿
地
方
と
の
共
通
性

⑤
古
墳
時
代
か
ら
の
古
代
の
塩
づ
く
り

⑥
中
世
の
渥
美
窯
の
発
展

⑦
伊
勢
神
宮
の
領
地

⑧
古
代
か
ら
の
歌
枕
の
地

　

こ
れ
ら
か
ら
、
渥
美
半
島
の
歴
史
は
、

愛
知
県
内
で
も
際
立
っ
た
独
特
の
文
化
で

あ
っ
た
こ
と
を
再
認
識
し
ま
し
た
。

　

①
、
②
つ
い
て
は
、
こ
の
よ
う
な
古
い

時
代
に
お
い
て
も
渥
美
半
島
を
通
じ
て
東

の
文
化
と
西
の
文
化
の
交
流
が
行
わ
れ
、

石
器
を
作
る
石
が
奈
良
か
ら
、
縄
文
時
代

の
終
わ
り
に
は
赤
色
の
水
銀
朱
が
伊
勢
か

ら
渥
美
半
島
に
も
た
ら
さ
れ
て
い
ま
す
。

③
に
つ

い
て
は
、

大
陸
か

ら
の
文

化
が
東
へ
伝
わ
る
際
に
、
海
沿
い
に
渥
美

半
島
を
経
由
し
た
こ
と
を
示
し
て
い
ま
す
。

④
に
つ
い
て
も
、
近
畿
だ
け
で
な
く
九
州

と
の
交
流
を
思
わ
せ
る
ば
か
り
で
な
く
、

大
和
朝
廷
の
東
へ
の
進
出
拠
点
と
し
て
、

伊
勢
湾
が
大
事
な
場
所
で
あ
っ
た
こ
と
が

想
像
さ
れ
ま
す
。
⑤
に
つ
い
て
は
、
海
人

と
し
て
の
渥
美
半
島
の
人
た
ち
の
存
在
や

海
洋
資
源
が
、
奈
良
の
都
に
も
送
ら
れ
て

い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
⑥
、
⑦
は
伊

勢
神
宮
の
力
を
背
景
に
、
そ
の
技
術
、
流

通
が
全
国
規
模
で
発
展
し
た
証
で
す
。
ま

た
、
伊
勢
湾
を
中
心
に
発
展
し
た
海
上
交

通
は
、
日
本
の
経
済
に
及
ぼ
し
た
影
響
は

大
き
く
、
渥
美
窯
の
製
品
を
全
国
的
に
流

通
さ
せ
た
原
動
力
と
も
な
り
ま
し
た
。
⑧

は
万
葉
集
に
は
「
伊
勢
国
伊
良
虞
嶋
」
と

あ
る
こ
と
か
ら
、
奈
良
の
都
の
人
に
と
っ

て
、
伊
勢
も
渥
美
半
島
も
同
じ
範
囲
内
と

捉
え
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
渥
美
半
島
の
文
化
・
経

済
は
、
伊
勢
地
方
と
密
接
な
関
係
が
あ
り

ま
し
た
。
私
た
ち
が
思
っ
て
い
る
以
上

に
、
こ
の
二
つ
の
地
域
を
含
む
伊

勢
湾
周
辺
は
日
本
の
歴
史
的
に

見
て
も
特
別
な
場
所
で
あ
っ
た

の
は
間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

そ
の
象
徴
が
伊
勢
神
宮
の

存
在
で
す
。
同
時
に
、
私

た
ち
の
住
む
渥
美
半
島
が
、

伊
勢
湾
と
い
う
海
に
影
響

を
受
け
、
東
西
の
文
化
を

巧
み
に
受
容
し
、
そ
れ
ら

を
発
信
し
て
い
た
の
で
す
。

そ
し
て
、
こ
れ
ら
独
自
の

文
化
を
育
ん
だ
の
は
伊
勢
湾

伊
勢
湾
と
の
関
係
を
考
え
る

の
存
在
に
ほ
か
な
り
ま
せ
ん
。
本
来
、
海

は
交
通
を
遮
断
さ
せ
る
も
の
で
は
な
く
、

す
べ
て
の
陸
地
と
接
し
て
い
る
と
い
う
無

限
の
可
能
性
を
秘
め
て
い
ま
す
。
現
在
の

よ
う
な
車
社
会
で
は
、
車
両
を
載
せ
る
航

路
が
絶
た
れ
る
と
い
う
こ
と
は
、
海
が
陸

路
と
遮
断
さ
れ
た
空
間
と
な
る
の
で
す
。

　

今
回
の
ニ
ュ
ー
ス
は
、
１
万
年
あ
ま
り

も
続
い
た
伊
勢
地
方
と
の
関
係
が
途
切
れ

て
し
ま
う
と
と
も
に
、
日
本
文
化
の
大
動

脈
が
途
切
れ
る
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
昭
和
39
年
11
月
か
ら
、
慣
れ

親
し
ん
だ
フ
ェ
リ
ー
が
な
く
な
る
と
い
う

ニ
ュ
ー
ス
に
接
し
、
今
一
度
そ
の
関
係
を

見
直
し
、
そ
の
存
在
の
意
義
を
考
え
る
必

要
が
あ
る
で
し
ょ
う
。　
　
　
　
（
増
山
）

▼▼
ア
ジ
サ
イ
の
花
び
ら
に
見

え
る
部
分
は
、
実
は
ガ
ク
だ

と
い
う
こ
と
を
ご
存
じ
で
す

か
？
こ
れ
は
装
飾
花
と
呼
ば
れ
、
本

来
の
花
は
中
心
部
に
あ
り
ま
す
。
ア

ジ
サ
イ
の
花
言
葉
「
移
り
気
」
は
よ

く
知
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
の
ほ
か

に
も
「
元
気
な
女
性
」
な
ど
が
あ
り

ま
す
。
私
も
あ
や
か
っ
て
、
変
化
を

楽
し
め
る
く
ら
い
に
な
ら
ね
ば
。（
Ｏ
）

︻
表
紙
の
写
真
︼ア
ジ
サ
イ
の
出
荷
風
景（
小
塩
津
町
︶

▲伊良湖岬から鳥羽方面を望む

※
４
月
15
号
の
１
行
目
の﹁
元
和
﹂は﹁
天
和
﹂、45

行
目
の
藩
主
の﹁
名
﹂は﹁
命
﹂の
誤
り
で
し
た
。お
詫

び
し
て
訂
正
い
た
し
ま
す
。
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